
300 350 400 450 500 550 600 650 700

4.1 3.1 2.5 2.1 1.8

Photon energy (eV)

Wavelength (nm)

P
L

E
 i

n
te

n
si

ty
 (

a
rb

. 
u

n
it

s)

P
L

 i
n
te

n
si

ty
 (

a
rb

. 
u
n
it

s)

PLE PL

Fig. 1 PL and PLE spectra of ZnSiF 6·6H2O:Mn
4+
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Fig. 2 (a)Experimental XRD data of ZnSiF 6·6H2O:Mn
4+

 and
         (b)ASTM card of ZnSiF6·6H2O

(b) ASTM card
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【はじめに】 化学合成法による蛍光体の作製は、通常の高温合成と異なり、室温で可能である。そ

して、安価かつ容易に蛍光体が作製できるという利点がある。今回、化学合成法によって赤色蛍

光体である ZnSiF6･6H2O:Mn
4+を作製し、その光学特性を調べた。 

【作製方法】 まず、ZnF2･4H2O粉末と H2SiF6の水溶液を混合させ、HFの水溶液を加え攪拌後に生

じた沈殿物を取り出して乾燥させることで、ZnSiF6･6H2O 粉末を作製した。次に HF-ZnSiF6･

6H2O-KMnO4混合液を作製し、しばらく放置した後、混合液を蒸発させることで Mn
4+賦活 ZnSiF6･

6H2O赤色蛍光体粉末を作製した。この赤色蛍光体粉末の諸特性を、フォトルミネッセンス（PL）、

PL励起スペクトル（PLE）、XRDで評価した。 

【測定結果】 Fig. 1 は ZnSiF6･6H2O:Mn
4+赤色蛍光体の室温での PL、PLEスペクトルである。PLス

ペクトルでは、中心の波長~ 631 nmの赤色発光が観測された。また、PLEスペクトルでは~ 2.6，~ 

3.4 eVの二つの明瞭な励起バンドが観測された。これらのバンドは、各々、4
A2→

4
T2、

4
A2→

4
T1の

遷移（ZnSiF6･6H2O中の Mn
4+励起準位）に起因している。Fig. 2 は本試料の XRD測定結果である。

(a)は今回作製した ZnSiF6･6H2O:Mn
4+粉末の XRD結果、(b)は ZnSiF6･6H2Oの ASTM card を示して

いる。Fig. 2 より、本試料は ZnSiF6･6H2O:Mn
4+（菱面体晶系結晶）と同定された。当日は PL温度

依存性、水和物の PLに与える影響等も報告する。 
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